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江戸 秩父

平安時代 すでに武蔵野国国府が東京綺中と現在の知々夫(秩父)に国府を置いたために 秩父街道′山岳宗教関係者

らl_つかわれ 吾野も利用されたと思われます。その後、

''時
代になると武蔵武士の活■がありこの坂石の地も輌朝の

"家人として澤平合戦―ノ谷の戦いて平氏の大将 平忠庄 (ただのり)の■をとり聰 置の勇」として静えられた日都六弥大忠

■の領地となりました。さらに江戸時代、徳川専府日■の「新8,菫風上記精Jによると 元禄13年坂石村から,椰して

民家29戸秩,街道に沿って生活し馬継ぎの宿●なれば町分と称するとあります。秩父街道の中心は大宮椰であり着野

道は吾野宿が終点であり、江戸に向かう場合は起点でもありました。秩父観苦手り秩父三山(秩父神社 宝量山神社 三

=神
社),りの道として また 秩父絹の商取引の道として利用されました。さらに この道に沿う嵩鷹

"“

こよって吾野の材木

は、西川材として江戸へ通ばれました。栄えたときは商店も多く正月には三河万● 座敷万歳 角兵衝獨子 ●女 (ごぜ 目

の不自由な女の人)の三味線唄、ヨカヨカ綸売り夫婦″来ました。今 殆どの家は一度も途絶えることなく人々は先祖伝来
の上珀に住みつづけています。
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吾野右石積風景

0吾野宿の[史 を語る
生 i舌 文化の風 景

0■ 11社

0古い鉄製の丼戸

0源平合戦の勇将
岡部六弥太忠澄公の庵の跡

●元禄時代の六地蔵●

0庭口と200年 をII過した
木道の円

0城下町江戸の建築物を
支えた西
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歩行時間 約3時間、約1万歩、約6km
吾野駅 ―一→ 法光寺―→ 岩殿観音―→ 白養神社 一→ 坂石桜 ―→ 岡部家跡→ふれあいの道→ 洗心苑

鰹
3筏 流し場跡→ 謡 宿 一 玉宗寺一 嗣 上一 借宿神社 → あさみ鉄工 →

轟 忌
→ 駅
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下→ 弁天岩

高麗川清流之碑 高山不動尊
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石積風景

ふれあいの道弘
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の 畠山重忠公の

馬蹄跡 花と緑の

散歩道

地元のガイドがご案内いたしますので、下記までご連絡ください。

発行:吾野宿再生と吾野を嬌る会
埼玉■飯能市坂石町分150 1l Te1 042 9701946 Fax 042 978 1948

協力:吾野宿道遊会、吾野宿市を再生する会 吾野を愛する会、吾野地区まちづくり推進委員会
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爪書不動と硯水

暁二野宕歴史散歩
山里の自然・歴史。生活文化の散策を楽しむ
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